
笠
沙
町
野
間
池
を
訪
れ
る
観
光
客

や
常
連
に
も
人
気
の
食
堂
『
お

食
事
処 

船
宿
の
ま
池
』。
宮
内
さ
ん
は

「
目
玉
は
、
定
置
網
漁
の
朝
獲
れ
鮮
魚

を
使
っ
た
料
理
。
地
の
も
の
を
地
元
で

食
べ
て
ほ
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

低
迷
す
る
魚
価
を
打
開
す
る
た
め
に

父
・
叶か
の
うさ

ん
が
始
め
た
食
堂
や
観
光
定

置
網
な
ど
漁
業
の
多
角
経
営
に
魅
力
を

感
じ
、
県
外
で
調
理
師
と
潜
水
士
の
資

格
を
取
得
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
経
験
後
、
25
歳
で
帰
郷
、
家

業
に
就
き
ま
す
。
宮
内
さ
ん
は
主
に
観

光
事
業
を
担
当
し
、
平
成
17
年
に
既
設

の
食
堂
の
近
く
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
利
用
客

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
宿
泊
施
設
を
備

え
た
『
船
宿
の
ま
池
』
を
オ
ー
プ
ン
。

平
成
27
年
に
台
風
被
害
を
受
け
食
堂
が

全
壊
し
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
部
門
を
縮
小
し

て
１
階
部
分
を
改
装
、『
お
食
事
処 

船

宿
の
ま
池
』
と
し
て
再
開
し
ま
す
。
現

在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
民
宿
部
門
を
大
幅
に
規
模
縮
小

し
、
食
堂
を
主
体
に
営
業
し
て
い
ま
す
。

通
常
は
、
朝
５
時
に
起
床
し
て
漁
に

出
て
、
８
～
９
時
に
水
揚
げ
、
14
時
ま

で
は
食
堂
に
立
ち
ま
す
。
加
え
て
、
県

の
か
ご
し
ま
漁
業
学
校
の
漁
業
研
修
生

受
入
れ
に
協
力
す
る
な
ど
漁
業
の
担
い

手
育
成
や
、
漁
協
の
理
事
を
務
め
た
り

と
精
力
的
に
動
い
て
い
ま
す
。
今
年
８

月
3
日
に
は
、
地
域
に
お
い
て
意
欲
的

に
漁
業
に
取
り
組
み
、
中
核
的
漁
業
者

と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
し
て
、
県
知

事
か
ら
『
青
年
漁
業
士
』
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
宮
内
さ
ん
は
「
自
然
相
手
の
仕
事
の

た
め
、
ま
ず
は
体
を
労
わ
り
な
が
ら
、

若
者
が
過
ご
し
や
す
く
働
き
や
す
い
環

境
を
整
え
、
後
継
者
育
成
に
取
り
組
み

た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
後

は
、
若
者
に
地
方
・
田
舎
暮
ら
し
の
良

さ
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
と
予
測
し

て
い
る
。
野
間
池
に
も
光
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
が
開
通
し
、
あ
と
は
国
道
２
２
６

号
の
改
良
工
事
完
了
を
待
つ
だ
け
。
野

間
池
へ
の
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る

と
期
待
し
た
い
」
と
事
業
継
続
の
意
欲

と
今
後
の
展
望
を
示
し
ま
す
。

縁人南
さ
つ
ま
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宮内　洋次 さん

〔お食事処 船宿のま池／定置網漁〕

　南さつま市に住む人、働く人、生き生きと活動している人を、南さつま市の輝く原動力（エンジン）としてご紹介します。

（41）

青年漁業士に認定

市報 南さつま　2020・9 月号市報 南さつま　2020・9 月号 PBPB市報 南さつま　2020・9 月号市報 南さつま　2020・9 月号55


